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６
月
22
日
㈪
午
後
３
時
よ
り
、
東
京

都
千
代
田
区
の
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
に

お
い
て
、「
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進

運
動
協
議
会 

２
０
２
６
年
度 

定
時
総

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
野
間
省
伸
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
定

款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
、
野
間
会
長

が
議
長
席
に
つ
き
、議
事
を
進
行
し
た
。

　
最
初
に
事
務
局
よ
り
、
今
回
の
出
席

会
員
は
35
名
、
委
任
状
提
出
会
員
は
151

名
、
合
計
186
名
で
あ
り
、
定
款
第
17
条

の
規
定
に
よ
る
定
足
数
、
総
会
員
の
過

半
数
132
名
を
超
え
た
の
で
、
総
会
は
成

立
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
定
款
第
20
条
の
規
定
に
よ
り
、
総
会

の
議
事
録
記
名
押
印
者
と
し
て
、
野
間

会
長
、
成
瀬
雅
人
常
務
理
事
、
佐
藤
潤

一
理
事
の
３
名
が
指
名
さ
れ
た
。

　
第
一
号
議
案
は
「『
２
０
２
５
年
度

事
業
報
告
書
お
よ
び
決
算
報
告
書
』
承

認
の
件
」。「
２
０
２
５
年
度 

事
業
報

告
書
」
に
つ
い
て
、
齋
藤
健
司
事
業
委

員
長
に
代
わ
り
、
佐
々
木
泰
事
務
局
長

か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。
つ
づ
い
て

「
２
０
２
５
年
度 

決
算
報
告
書
」
に
つ

い
て
、
田
仲
幹
弘
財
務
委
員
長
に
代
わ

り
、
佐
々
木
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
監
事
を
代
表
し
て

櫻
井
秀
美
監
事
が
、
本
決
算
は
公
正
か

つ
正
確
で
あ
る
こ
と
を
認
証
す
る
と
の

監
事
報
告
を
行
っ
た
。
議
長
は
出
席
会

員
に
諮
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
異
議
な
く

承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
第
二
号
議
案
は
「『
役
員
交
代
』
承

認
の
件
」。
佐
々
木
事
務
局
長
が
、
今

回
は
改
選
期
で
は
な
い
が
、
一
般
社
団

法
人 

教
科
書
協
会
よ
り
同
会
の
会
長

交
代
に
と
も
な
い
、
小
田
良
次
理
事
が

退
任
し
、
後
任
候
補
と
し
て
吉
田
直
樹

氏
の
推
薦
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と

と
、
公
益
社
団
法
人 

伊
藤
忠
記
念
財

団
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
池
辺
昌
和
理

事
か
ら
上
床
憲
司
氏
へ
の
引
継
ぎ
の
申

し
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
。
先
日
の

理
事
会
で
役
員
の
交
代
が
認
め
ら
れ
た

と
報
告
し
た
。
定
款
第
22
条
の
規
定
に

従
い
、
議
長
は
以
上
の
推
薦
に
つ
い
て

出
席
会
員
に
諮
り
、
全
員
異
議
な
く
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

第
三
号
議
案
は「『
２
０
２
６
年
度 

事
業
計
画
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
』
報

告
の
件
」。「
２
０
２
６
年
度 

事
業
計
画

書
」と「
２
０
２
６
年
度 

収
支
予
算
書
」

に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
事
務
局
長
か
ら

説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
２
０
２
５

度 

第
３
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
議
長
は
出
席
会
員

に
諮
り
、全
員
異
義
な
く
了
承
さ
れ
た
。

　

野
間
議
長
に
よ
る
挨
拶
で
総
会
は

閉
会
し
た
が
、
そ
の
後
、
別
室
に
て

２
０
２
６
年
度 

第
２
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
定
款
第
32
条
に
よ
り
新
役
員

の
役
職
が
選
定
さ
れ
た
。
理
事
会
終
了

後
に
総
会
会
場
で
、
新
役
員
の
役
職
分

担
が
議
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
す
べ
て
の

議
事
を
終
了
し
た
。

総会風景

櫻井監事による
監査報告

役員に就任した吉田直樹氏（左）
上床賢司氏（右）

読書環境をとりまく今日的な課題に対し
推進運動の現場を大切に事業を展開していく

★公益社団法人 読書推進運動協議会 定時総会（1～4頁）
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ま
た
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
に
事

務
局
を
置
く
「
子
ど
も
の
読
書
推
進
会

議
」
が
、
主
催
団
体
の
ひ
と
つ
と
し
て

参
加
し
て
お
り
ま
す
「
上
野
の
森 

親

子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
」
は
、

今
年
も
５
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、

上
野
公
園
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
好

天
に
も
恵
ま
れ
、
昨
年
を
上
回
る
来
場

者
数
、
書
籍
売
り
上
げ
を
記
録
い
た
し

ま
し
た
。
各
出
展
ブ
ー
ス
で
は
著
者
サ

イ
ン
会
な
ど
も
多
数
行
わ
れ
、
親
子
で

紙
の
本
を
手
に
取
り
、
人
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
い
っ
ぽ
う
、
ト
ラ
ッ
ク
新
法
に
よ
る

物
流
問
題
、
無
書
店
自
治
体
の
増
加
、

公
立
図
書
館
の
統
廃
合
な
ど
、
い
ま
の

読
書
環
境
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
公
益
社
団
法

人
読
書
推
進
運
動
協
議
会
、
２
０
２
６

年
度 

定
時
総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
の
読
書
推
進
運
動
は
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
昨

年
度
、
秋
の
「
読
書
週
間
」
の
行
事

主
催
者
数
は
、
２
０
６
１
と
初
め
て

２
０
０
０
を
超
え
、
過
去
最
高
を
記
録

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
春
の
「
こ
ど
も

の
読
書
週
間
」
で
も
こ
の
状
況
は
継
続

し
、
各
地
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会
か

ら
、「
読
み
聞
か
せ
」や「
お
は
な
し
会
」

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
多
彩
な

行
事
の
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

■
挨
拶

公
益
社
団
法
人

読
書
推
進
運
動
協
議
会

会
長

野
間
　
省
伸

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
、
従

来
に
も
増
し
て
す
べ
て
の
方
に
本
と
親

し
む
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

2025年の「読書週間」ポスター
総会議事を進行する野間会長

■
２
０
２
６
年
度　
事
業
方
針

読
書
推
進
運
動
協
議
会
が
な
い

都
府
県
へ
の
働
き
か
け
も
強
化

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
、
読
書
活

動
の
推
進
と
出
版
物
の
普
及
に
よ
り
、

わ
が
国
文
化
の
発
展
と
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
１
９
５
９
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
読
書
推
進
活
動
は
、
全
国

で
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
春

の
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」、秋
の
「
読

書
週
間
」
に
お
け
る
行
事
主
催
者
数
も

上
昇
傾
向
で
あ
り
、
読
書
会
、
読
み

聞
か
せ
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
活
動
が
各
地

で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
を
介
し

て
人
と
人
が
直
接
対
面
し
価
値
観
を

共
有
す
る
と
い
う
、
読
書
推
進
運
動

の
基
本
が
、
デ
ジ
タ
ル
全
盛
の
時
代

に
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」「
読
書
週
間
」

の
標
語
は
、
会
員
社
の
み
な
さ
ま
、

全
国
の
図
書
館
、
そ
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
一
般
の
方
々
に
も
呼
び
か
け
て

募
集
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
販
売
会
社

や
出
版
社
に
は
事
業
委
員
と
し
て
深

く
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
員
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
応

募
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２
０
２
６

年
春
の
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
の
標

語
は
「
こ
と
ば
が
き
み
の
は
ね
に
な

る
」に
、今
年
80
回
を
迎
え
る
秋
の「
読

書
週
間
」
の
標
語
は
「
静
か
だ
け
ど
、

冒
険
中
。」
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
は
、
図
書
館
だ
け
で
な
く
、
行

政
や
教
育
現
場
の
か
た
が
た
か
ら
ポ

ス
タ
ー
画
像
の
使
用
に
つ
い
て
、
問

い
あ
わ
せ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
読

書
推
進
運
動
協
議
会
の
「
Ｘ
」
も
効

果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
事
業
の
認

知
度
を
よ
り
高
め
て
い
く
よ
う
に
い

た
し
ま
す
。

「
読
書
週
間
」
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
イ

ラ
ス
ト
も
一
般
か
ら
公
募
し
て
お
り
、

２
０
１
６
年
か
ら
は
標
語
に
あ
わ
せ

た
イ
ラ
ス
ト
を
公
募
し
、
標
語
と
親

和
性
の
高
い
力
作
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
２
０
２
３
年
よ
り
子
ど
も
た
ち

に
人
気
の
あ
る
新
進
の
絵
本
作
家
ユ

ニ
ッ
ト
、
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

さ
ん
を
起
用
し
、
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。

　
私
ど
も
読
進
協
の
事
業
の
基
盤
は
、

永
年
に
わ
た
っ
て
構
築
し
て
ま
い
り

ま
し
た
、
読
書
推
進
活
動
に
携
わ
る
現
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場
の
み
な
さ
ま
と
の
強
固
な
絆
で
す
。

読
書
週
間
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
、
全
国
の
読
書
推
進
運
動

協
議
会
の
推
薦
を
も
と
に
選
ば
れ
る

「
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
」
と
、

永
年
に
わ
た
っ
て
読
書
の
普
及
に
貢

献
さ
れ
た
団
体
と
個
人
を
表
彰
す
る

「
野
間
読
書
推
進
賞
」
の
顕
彰
事
業
は
、

関
係
団
体
や
各
道
府
県
の
読
書
推
進

運
動
協
議
会
と
の
緊
密
な
協
力
関
係

の
も
と
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
推
薦
図
書
を
も
と
に

作
成
す
る
、
約
18
万
部
の
「
若
い
人
に

贈
る
読
書
の
す
す
め
」
と
、
約
14
万

部
の
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
今
年
度
も
関
係

の
団
体
を
通
じ
て
お
配
り
し
て
い
き

ま
す
。
学
校
や
図
書
館
か
ら
の
問
い

あ
わ
せ
が
多
い
の
は
、
積
極
的
に
活

用
さ
れ
て
い
る
表
れ
と
思
い
ま
す
。

　
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
事
業
の
紹
介
、
関

係
団
体
・
機
関
の
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心

に
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
す
。「
優

良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み
」
や
こ
れ

ま
で
の
野
間
読
書
推
進
賞
受
賞
者
の

活
動
な
ど
、
読
書
推
進
運
動
の
現
場

を
積
極
的
に
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
「
読
書
週
間
」

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
の
し
お
り
、

ポ
ッ
プ
な
ど
の
素
材
デ
ー
タ
の
配
信

も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
魅
力
あ
る
素
材
の
提
供
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
前
述
の
「
Ｘ
」

と
あ
わ
せ
て
、
読
書
推
進
運
動
の
さ

ら
な
る
認
知
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
年
々
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
需
要
が
高
ま
る
一
方
、
昨
今

の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
印
刷
費
や
郵
送

料
な
ど
事
業
に
要
す
る
経
費
も
上
昇

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
事
業
費
が
収
入

を
上
回
る
決
算
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
読
書
推
進

事
業
の
継
続
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、

会
員
社
へ
の
寄
付
の
お
願
い
の
ほ
か
、

80
回
の
「
読
書
週
間
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
あ
わ
せ
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
実
施
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
デ
リ
バ
リ
ー
方
法
の
見
直

し
な
ど
も
含
め
、
経
費
の
効
率
的
な

運
用
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
40
道
府
県
に
そ
れ
ぞ
れ
の
読

書
推
進
運
動
協
議
会
が
あ
り
、
読
書

推
進
運
動
協
議
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
連
携

を
強
め
、
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
読
書
推
進
運

公益社団法人
読書推進運動協議会
2026 年度役員構成
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同

同

同

同

監 事

同

同

野間　省伸

奥村　景二

植松　貞夫

田仲　幹弘

齋藤　健司

成瀬　雅人

矢幡　秀治

野口　武悟

飯窪　成幸

森　茜

岡本　功

吉田　直樹

渡部　正嗣

佐藤　潤一

上床　憲司

春井　宏之

櫻井　秀美

鳥塚　尚子

日本書籍出版協会
（講談社社長）
日本出版取次協会
（日本出版販売会長）
日本図書館協会
（同理事長）
日本出版取次協会
（トーハン副社長）
日本書籍出版協会
（金の星社社長）
日本書籍出版協会
（原書房社長）
日本書店商業組合連合会
（真光書店社長）
全国学校図書館協議会
（同理事長）
日本雑誌協会
（文藝春秋社長）
日本図書館協会
（同顧問）
日本書籍出版協会
（ひかりのくに社長）
教科書協会
（光村図書出版社長）
日本出版取次協会
（日教販社長）
日本書籍出版協会
（福音館書店社長）
伊藤忠記念財団
（同常務理事・事務局長）
日本書店商業組合連合会
（正文館書店社長）
全国学校図書館協議会
（同常務理事・事務局長）
日本国際児童図書評議会
（同事務局長）

動
協
議
会
の
な
い
都
府
県
が
、
７
つ

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
都
府
県
に
あ

ら
た
め
て
働
き
か
け
、
事
業
の
活
性

化
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

2026年の「こどもの読書週間」ポスター
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公益社団法人　読書推進運動協議会　2026 年度事業
名　称 期　間 内　容

2026
第 80 回

読 書 週 間

10 月 27 日
～

11 月 9 日
（14 日間）

・標語とイラストを募集、標語選定事業委員会とイラスト選定事業委員会
にて決定し、ポスター約 5 万枚を製作

・雑誌広告を作成。日本雑誌協会を通じ、雑誌出版社に掲載協力を要請
・道府県読書推進運動協議会、公共図書館、小・中・高の学校図書館、書

店、会員社、マスコミなどへポスターを送付。掲出を要請
・「文字・活字文化の日（10 月 27 日）」「BOOK MEETS MEXT」との連

携
・全国優良読書グループ表彰の実施
・道府県読書推進運動協議会へ行事補助金贈呈。行事報告を要請し、機関

紙別冊に掲載

2026
第 68 回

こどもの読書週間

4 月 23 日
～

5 月 12 日
（20 日間）

・標語を募集、標語選定事業委員会にて決定し、ポスター約５万枚を製作
・道府県読書推進運動協議会、公共図書館、小・中・高の学校図書館、書

店、会員社、マスコミなどへポスターを送付。掲出を要請
・「子ども読書の日（4 月 23 日）」「上野の森 親子ブックフェスタ」と連

携
・道府県読書推進運動協議会へ行事補助金贈呈。行事報告を要請し、機関

紙別冊に掲載

第 56 回
野間読書推進賞

贈呈式は
11 月 6 日

・道府県読書推進運動協議会、公共図書館、都道府県教育委員会、関連団
体などに受賞候補者の推薦を依頼

・事業委員会を経て、選考委員会で受賞者を決定
・読書推進運動に功績があった団体および個人を顕彰（2 団体 2 個人が基

本）
・贈呈式は「読書週間」期間中に開催

2026
敬老の日

読書のすすめ

敬老の日を
中心に

・高年齢者を対象とした選定図書目録のリーフレット約 14 万部を製作
・道府県読書推進運動協議会、公共図書館、書店、会員社などへ送付

2027
若い人に贈る
読書のすすめ

1 月～ 3 月

・新成人、高校・大学の卒業生を対象とした選定図書リーフレット約 18
万部を製作

・道府県読書推進運動協議会、公共図書館、高校・大学の図書館、書店、会
員社などへ送付

機関紙
『読書推進運動』 毎月

・機関紙『読書推進運動』を毎月発行するほか、別冊付録を年 2 回発行
・発行部数　約 5500 部
・道府県読書推進運動協議会、会員社、公共図書館、関係団体などに送付

公式ホームページ
協議会 SNS（X）

毎月 2 回更新
（X は随時）

・団体情報の発信
・機関紙バックナンバーの掲載
・図書館、学校、書店の展示用に、各種事業のポップ・しおりなど新規素

材のデータ配信を行う
・会員社、公共図書館、関係団体などとのコミュニケーション強化

受託 ､ 共催 ､ 後援 ､ 協賛
・「子どもの読書推進会議」の事務局を担当
・「伊藤忠記念財団」の文庫助成事業の受託
・関連団体と読書推進事業を後援、協賛、協力
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公
益
社
団
法
人 
全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
は
、「
第
56

回 

学
校
図
書
館
賞
」
と
「
第
28
回 

学

校
図
書
館
出
版
賞
」
の
受
賞
者
を
発
表

し
た
。

　
学
校
図
書
館
賞
は
、
学
校
図
書
館
の

振
興
に
著
し
い
業
績
を
示
し
た
個
人
お

よ
び
団
体
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
毎
年

公
募
し
て
い
る
。

【
第
56
回 

学
校
図
書
館
賞
】

●
学
校
図
書
館
賞

・
実
践
の
部

柴
田
陵
子

〈
事
由
〉

「
探
究
的
な
学
び
を
支
え
る
学
校
図
書

館
」

荒
川
区
立
第
三
日
暮
里
小
学
校

〈
事
由
〉

「
図
書
館
活
用
教
育
を
中
心
に
す
え
た

教
育
課
程
の
編
成
～
思
考
力・表
現
力・

語
彙
力
を
高
め
る
た
め
に
～
」

（
論
文
の
部
、
運
動
の
部
は
該
当
な
し
）

　

学
校
図
書
館
出
版
賞
は
、
学
校
図

書
館
向
き
図
書
の
優
良
な
出
版
企
画

に
対
し
て
出
版
社
を
顕
彰
す
る
も
の
。

２
０
２
５
年
５
月
～
２
０
２
６
年
４
月

末
日
に
発
行
さ
れ
た
図
書
（
シ
リ
ー
ズ

の
場
合
は
期
間
内
に
完
結
し
た
も
の
）

で
、
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
の
選
定
図
書
と
な
っ

た
も
の
が
、
今
回
の
選
考
対
象
と
な
っ

た
。

【
第
28
回 

学
校
図
書
館
出
版
賞
】

●
学
校
図
書
館
出
版
賞

株
式
会
社 
小
峰
書
店

〈
事
由
〉

『
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！ 

日
本
の
自
給

率
』
柴
田
明
夫
監
修
（
全
５
巻
）
の
刊

行株
式
会
社 

汐
文
社

〈
事
由
〉

『
み
ん
な
で
「
で
き
る
」
を
め
ざ
す
く

ふ
う 

学
校
の
合
理
的
配
慮
』
羽
生
裕

子
監
修
（
全
３
巻
）
の
刊
行

株
式
会
社 

ほ
る
ぷ
出
版

〈
事
由
〉

『
季
節
ま
る
ご
と
！ 

理
科
の
こ
ど
も
歳

時
記
』
３
０
３
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
編
著
（
全

４
巻
）
の
刊
行

（
学
校
図
書
館
出
版
賞
大
賞
は
該
当
な

し
）

　
表
彰
式
は
両
賞
同
時
に
、
７
月
２
日

㈭
に
開
催
さ
れ
た
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

多
様
な
ル
ー
ツ
の
人
た
ち
へ

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
や
さ
し
く
紹
介

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
も

の
で
、
外
国
人
へ
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
採
用
す
る
自
治
体
も
増
え
て
い

る
。

　
紹
介
シ
ー
ト
で
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
は
自
治
体
が
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
こ
と
、
絵
本
を
無
料
で
も
ら
え
る

こ
と
、
赤
ち
ゃ
ん
は
絵
本
を
読
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
大
好
き
な
こ
と
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
は
ス
タ
ッ
フ
に
聞
け
る
こ

と
、
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
紹
介
シ
ー
ト
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
は
、
左
記
の
ア
ド
レ
ス
よ
り
可
能
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

h
ttps://w

w
w

.b
ookstart.

or.jp/6440/

パ
ー
ル
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
）
に
翻
訳
し
た
「
多
言
語

対
応 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
紹
介
シ
ー
ト
」

を
提
供
し
て
き
た
が
、
近
年
の
在
留
外

国
人
出
身
国
・
地
域
の
ま
す
ま
す
の
多

様
化
を
受
け
て
、
新
た
な
手
引
き
の
必

要
性
が
生
じ
た
と
い
う
。

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
は
、
ふ
だ
ん
使

わ
れ
て
い
る
日
本
語
を
、
文
法
や
語
彙

の
レ
ベ
ル
、
文
章
の
長
さ
な
ど
に
配
慮

し
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
に
も

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
在
留

外
国
人
へ
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
周
知
の

一
助
と
し
て
、「
や
さ
し
い
日
本
語
版 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
紹
介
シ
ー
ト
」
を
作

成
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
お
よ
び
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
デ
ー
タ

の
提
供
を
開
始
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
趣
旨
を

11
言
語
（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
、
タ
イ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ネ

■
親
地
連 

記
念
講
演
会

翻
訳
作
品
な
ら
で
は
の
伝
え
る
力
を

子
ど
も
た
ち
へ

会
の
こ
と
を
考
え
ず
に
大
人
に
な
る
人

が
多
い
の
が
怖
い
。Ｙ
Ａ
や
児
童
書
は

ス
ト
レ
ー
ト
に
物
語
を
伝
え
て
く
れ
る

の
で
、若
い
読
者
に
も
大
人
に
も
有
効
」

「
日
本
と
は
異
な
る
文
化
、生
活
の
海
外

作
品
を
読
む
と
、主
人
公
ほ
か
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
客
観
的
に
見
ら
れ
る
の
で
、

本
質
が
見
え
や
す
い
」と
述
べ
た
。

　
ま
た
、「
翻
訳
出
版
は
翻
訳
家
に
よ

る
持
ち
込
み
が
多
く
、
そ
の
結
果
、
依

頼
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
も
決
ま
っ
て
く

る
。
図
書
館
の
書
架
は
作
家
別
だ
が
、

翻
訳
家
別
に
並
べ
る
と
訳
者
の
人
と
な

り
が
わ
か
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
の
で
は

な
い
か
」
と
、
翻
訳
家
に
注
目
し
て
の

「
読
書
の
す
す
め
」
も
紹
介
し
た
。

戦
争
』（
徳
間
書
店
）、
シ
リ
ア
内
戦
を

テ
ー
マ
に
し
た
『
シ
リ
ア
の
秘
密
の
図

書
館
』（
く
も
ん
出
版
）、
人
種
差
別
と

の
た
た
か
い
を
描
い
た
『
ハ
ー
レ
ム
の

闘
う
本
屋
』（
あ
す
な
ろ
書
房
）
な
ど

多
く
の
翻
訳
作
品
を
紹
介
し
た
。

　

戦
争
や
差
別
を
扱
う
作
品
を
手
が

け
る
理
由
と
し
て
原
田
さ
ん
は「
戦
争

が
ど
う
し
て
起
こ
る
の
か
を
伝
え
る
に

は
、読
者
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
物
語
が
必
要
」「
戦
争
や
社

　

親
子
読
書
地
域
文
庫
全
国
連
絡
会

（
親
地
連
）は
６
月
13
日
㈯
、国
立
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
渋
谷
区
）で
、第
29
期
総
会
と

記
念
講
演「
知
識
こ
そ
力
─
─『
知
る
』

か
ら
『
考
え
る
』
へ
」
を
開
催
し
た
。

　
講
師
は
、
翻
訳
家
の
原
田
勝
さ
ん
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
舞
台
の
『
ぼ
く
の

心
の
闇
の
声
』（
徳
間
書
店
）『
ヒ
ト
ラ
ー

と
暮
ら
し
た
少
年
』（
あ
す
な
ろ
書
房
）

や
、
湾
岸
戦
争
を
取
り
あ
げ
た
『
弟
の

■
学
校
図
書
館
賞
・
学
校
図
書
館
出
版
賞

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

実
践
と
出
版
物
を
表
彰
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑺

　
２
０
２
５
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

「
本
の
輪
」
は
新
設
さ
れ
た
小
学
校

の
保
護
者
会
で
知
り
あ
っ
た
本
好
き

の
人
た
ち
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
11
月
に
城
山
三
郎 

著『
素

直
な
戦
士
た
ち
』
を
テ
キ
ス
ト
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
以
来
36
年
が
経
ち
、
現
在
70
代
か
ら

80
代
の
女
性
ば
か
り
12
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
月
１
回
、
第
２
土
曜
日
の
10
時
か
ら

12
時
ま
で
、
近
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
例
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
代
表
者
を
置
か
ず
、
司
会
進
行
や

月
ご
と
の
選
本
な
ど
を
、
メ
ン
バ
ー
全

員
で
順
番
に
担
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
キ
ス
ト
を
配
り
、
ひ
と
月
を
か
け

て
読
み
、
感
想
を
話
し
あ
い
ま
す
。
個

人
的
な
読
書
は
自
分
の
好
き
な
ジ
ャ
ン

ル
や
好
き
な
作
家
に
偏
り
が
ち
な
の

で
、
読
書
会
の
メ
ン
バ
ー
が
選
ん
だ
テ

キ
ス
ト
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
読
む
の
が
楽

し
み
だ
と
、み
な
さ
ん
が
口
に
し
ま
す
。

そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
感
想
を
聞
く
時

間
が
や
は
り
読
書
会
の
醍
醐
味
！ 

と
、

こ
れ
も
み
な
さ
ん
の
一
致
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
毎
年
新
年
会
を
開
き
、

桜
の
季
節
に
は
お
花
見
を
、
秋
に
は
小

旅
行
を
、
ま
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
原
田
マ
ハ 

本
の
輪

埼
玉
県
幸
手
市

〈
推
薦
〉

埼
玉
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

久
保
田
清
子

著
『
た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず
』
や
『
美

し
き
愚
か
も
の
た
ち
の
タ
ブ
ロ
ー
』
を

取
り
あ
げ
た
際
は
、
国
際
西
洋
美
術
館

へ
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
思
い
を
新
た

に
鑑
賞
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
そ
の
月
の
選

本
担
当
者
が
各
自
の
家
へ
配
本
。
ひ
と

月
後
、
各
自
が
感
想
や
近
況
を
記
し
た

メ
モ
を
本
に
は
さ
み
、
担
当
者
宅
へ
返

本
。
そ
の
よ
う
に
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
凌

ぎ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
、
本
が
い
ざ
な
う
多
様

な
世
界
を
み
ん
な
で
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
文
責
＝
持
齋
弥
生
）

と
、
佐
久
市
立
図
書
館
で
の
デ
イ
ジ
ー

図
書
の
貸
出
が
始
ま
り
ま
し
た
。
研
修

と
し
て
録
音
し
て
い
る
信
濃
毎
日
新
聞

の
コ
ラ
ム
「
斜
面
」
も
、
一
週
間
ご
と

に
Ｃ
Ｄ
を
送
っ
て
聞
い
て
も
ら
い
な
が

ら
、「
内
容
が
伝
わ
る
読
み
」
を
追
及

し
て
き
ま
し
た
。

　
自
分
が
音
訳
す
る
本
を
手
に
し
て
、

場
面
の
雰
囲
気
を
ど
う
伝
え
よ
う
、
登

場
人
物
の
読
み
わ
け
を
ど
う
し
よ
う
な

ど
と
、
調
査
を
し
な
が
ら
考
え
て
い
く

時
の
期
待
感
。
何
か
月
も
格
闘
し
て
完

成
し
た
と
き
の
達
成
感
と
多
少
の
後

悔
。
だ
れ
も
が
そ
ん
な
思
い
を
し
な
が

ら
製
作
し
た
デ
イ
ジ
ー
図
書
は
、
よ
う

や
く
150
タ
イ
ト
ル
を
越
え
ま
し
た
。

　
夢
中
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
あ

る
と
き
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
、
そ
も

そ
も
デ
イ
ジ
ー
図
書
が
世
の
中
に
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
実

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
デ
イ

ジ
ー
図
書
の
登
録
人
数
や
貸
出
冊
数
が

伸
び
て
い
な
い
こ
と
か
ら
は
っ
き
り
し

ま
し
た
。
あ
る
人
は
言
い
ま
す
。「
今

は
読
み
上
げ
機
能
も
あ
る
し
、
少
し
お

金
を
出
せ
ば
プ
ロ
の
朗
読
で
楽
し
め
る

時
代
だ
」
と
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
反
省
し
ま
し
た
。

人
の
声
で
録
音
す
る
よ
さ
も
、
公
立
図

書
館
で
貸
し
出
す
意
義
も
、
ま
し
て
や

デ
イ
ジ
ー
図
書
の
存
在
さ
え
も
知
ら
れ

て
い
な
い
の
は
、
自
分
た
ち
が
作
る
努

　
２
０
０
７
年
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
ま
ま
、
デ
イ
ジ
ー
図
書
を
作
り
あ
げ

る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
、
音
の
会
は
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

　
当
時
は
サ
ピ
エ
や
国
会
図
書
館
へ
デ

イ
ジ
ー
図
書
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
思
い

も
せ
ず
、
で
も
「
せ
っ
か
く
作
っ
た
の

だ
か
ら
、と
に
か
く
聞
い
て
も
ら
お
う
」

佐
久
市
立
中
央
図
書
館

音
の
会

長
野
県
佐
久
市

〈
推
薦
〉

長
野
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

常
田　

豊
子

ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
り
、

本
を
楽
し
む

力
を
す
る
ば
か
り
で
知
ら
せ
る
努
力
を

し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
な
ん
と
か
し
た
い
と
、
ま
ず
取
り
組

ん
だ
の
が
、
デ
イ
ジ
ー
図
書
の
試
聴
会

と
そ
れ
を
新
聞
記
事
と
し
て
取
り
あ
げ

て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。
試
聴
会
は
市

内
の
各
図
書
館
で
行
い
、
は
じ
め
て
デ

イ
ジ
ー
図
書
を
知
っ
た
と
い
う
人
ば
か

り
で
、
そ
れ
な
り
の
手
応
え
が
あ
り
ま

し
た
。し
か
し
、そ
れ
よ
り
も
大
き
か
っ

た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
あ
げ
ら
れ

た
こ
と
で
、
入
会
希
望
の
方
々
が
現
れ

た
こ
と
で
し
た
。
仲
間
が
増
え
る
こ
と

は
と
て
も
大
き
な
励
み
で
す
。

　

私
た
ち
は
さ
ら
に
、「
知
ら
せ
る
」

と
い
う
視
点
で
活
動
を
広
め
ま
し
た
。

ご
縁
の
で
き
た
他
団
体
と
の
交
流
で
刺

激
を
受
け
て
、
会
の
ロ
ゴ
も
作
っ
て
チ

視
聴
会
は
音
の
会
と
デ
イ
ジ
ー
図
書
を

知
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
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い
ま
ー
る
」
に
ち
な
み
、
お
た
が
い
が

助
け
あ
い
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
子

ど
も
と
本
を
結
び
つ
け
、
よ
り
よ
い
読

書
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
い
う
思
い

を
こ
め
て
、
２
０
０
６
年
に
グ
ル
ー
プ

名
を「
ゆ
い
ゆ
い
」と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
沖
縄
市
立
図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
図

書
館
担
当
職
員
１
名
と
メ
ン
バ
ー
か
ら

世
話
役
１
名
が
、
研
修
会
な
ど
を
取
り

ま
と
め
、
現
在
は
12
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に

行
わ
れ
る
「
定
例
お
は
な
し
会
」
を
毎

月
２
名
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

１
水
曜
日
を
「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会
」
に
あ
て
、
そ
の
月
の
お
は
な

し
会
の
当
番
が
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
て

実
演
を
行
い
、
読
み
方
や
演
じ
方
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
あ
い
、
よ
り
よ
い
お

は
な
し
会
が
で
き
る
よ
う
に
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、図
書
館
主
催
の「
夏
休
み
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
特
別
支
援
学

校
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
「
訪
問
お
は
な

し
会
」
で
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
手
作

り
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
手
袋
人
形
な
ど

の
実
演
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
お

は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

本
を
手
渡
す
こ
と
や
、
お
は
な
し
を
届

け
る
こ
と
を
喜
び
と
し　
ひ
と
り
で
も

喜
ん
で
く
れ
る
子
に
出
会
え
る
こ
と
が

継
続
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
こ
の
会
の
取
り
組
み

が
好
き
で
、
気
軽
に
情
報
交
換
し
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
楽
し
い

雰
囲
気
の
な
か
で
協
力
し
な
が
ら
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
す
て
き
な
賞
を
い
た

だ
き
、
ま
こ
と
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。

ゆ
い
ゆ
い
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
み
な

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
基
本
の
読
み

聞
か
せ
の
手
法
を
お
さ
え
つ
つ
、
う
ち

な
ー
ぐ
ち
（
沖
縄
の
こ
と
ば
）
で
の
読

み
聞
か
せ
や
小
道
具
を
取
り
入
れ
た
お

は
な
し
の
世
界
を
子
ど
も
た
ち
、
お
よ

び
、
大
人
に
も
届
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
２
０
０
１
年
度
に
沖
縄
市
立
図
書
館

が
開
催
し
た
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
講

座
」
に
参
加
し
た
受
講
生
を
中
心
に
、

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
結
成
さ

れ
、
24
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
沖
縄
に
は
古
く
か
ら
助
け
あ
い
と
結

び
つ
き
を
意
味
す
る
「
ゆ
い
ま
ー
る
」

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。こ
の「
ゆ

沖
縄
市
立
図
書
館
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ゆ
い
ゆ
い

沖
縄
県
沖
縄
市

〈
推
薦
〉

沖
縄
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

石
川
里
代
子

絵
本
と
沖
縄
こ
と
ば
を
子
ど
も

た
ち
と
結
び
つ
け
た
い

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

●
『
読
書
推
進
運
動
』
お
届
け
時
期
に

　
つ
い
て

　
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
次
号
693

号
（
２
０
２
６
年
８
月
15
日
号
）
は
、

当
事
務
局
、
印
刷
会
社
、
発
送
業
者
の

夏
期
休
業
に
よ
り
、
８
月
20
日
出
来
、

そ
れ
以
降
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

●
読
書
推
進
運
動
協
議
会　
事
務
局

　
夏
期
休
業
の
お
知
ら
せ

　
８
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

　
そ
の
間
に
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
な

ど
で
い
た
だ
い
た
お
問
い
あ
わ
せ
は
、

17
日
以
降
、順
次
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

●
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
書
目

　
お
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
705
号
で

の
発
表
に
先
立
ち
、
当
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
７
月
21
日
㈫
よ
り
書
目
リ

ス
ト
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
展
示
や

フ
ェ
ア
な
ど
の
準
備
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
例
年
同
様
、
８

月
上
旬
に
出
来
予
定
で
す
。

　
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
了
承
の
ほ
ど
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ラ
シ
を
作
製
。
病
院
Ｏ
Ｂ
の
会
員
の
提

案
で
、「
病
院
祭
」
と
い
う
人
出
の
多

い
会
場
で
の
試
聴
会
。
活
動
資
金
捻
出

の
た
め
の
バ
ザ
ー
出
店
。
今
は
の
ぼ
り

旗
を
作
ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
本
を
読
み
デ
イ
ジ
ー
図
書
を
作
る
だ

け
で
な
く
、
活
動
の
は
ば
を
広
げ
る
こ

と
で
会
そ
の
も
の
が
元
気
に
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て

も
、
人
生
を
重
ね
た
仲
間
た
ち
の
随
所

に
見
せ
る
多
才
ぶ
り
に
は
驚
く
ば
か
り

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
仲
間
と
と
も
に
、
力

を
あ
わ
せ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
福
島
県
矢
祭
町
で
は
、「
第
18
回 

矢

祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館 

手
づ
く
り

絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
応
募
作
品
を
７

月
１
日
㈬
～
９
月
20
日
㈰
の
期
間
、
募

集
し
て
い
る
（
当
日
消
印
有
効
）。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
自
然・友
情・

希
望
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
手
づ
く
り

絵
本
」
を
テ
ー
マ
に
、全
国
か
ら
募
集
、

優
秀
作
品
を
表
彰
す
る
も
の
。
高
校
生

以
上
の
「
一
般
の
部
」
と
、
中
学
生
以

下
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
家
族
と
一

緒
に
制
作
し
た「
家
族
の
部
」が
あ
る
。

　
最
終
審
査
は
、
柳
田
邦
男
さ
ん
（
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）、
あ
べ
弘
士

さ
ん
（
絵
本
作
家
）、
矢
祭
町
長
の
３

名
が
担
当
。
最
優
秀
作
品
（
各
部
門
１

点
）
は
、
製
本
さ
れ
、
受
賞
者
在
住
の

都
道
府
県
立
図
書
館
・
市
区
町
村
立
図

書
館
と
矢
祭
町
内
小
中
学
校
・
図
書
館

な
ど
に
配
布
さ
れ
る
。

　
詳
し
い
応
募
要
項
は
矢
祭
も
っ
た
い

な
い
図
書
館
（https://m

ottainai-
toshokan.com

）
ま
で
。

第 17 回の家族の部最優
秀賞「お庭はレストラン」

■
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

手
づ
く
り
絵
本
募
集
中

手
づ
く
り
絵
本
募
集
中



事
務
局
報
告
（
６
月
）

・
２
日
＝
第
59
回 

造
本
装
禎
コ
ン
ク
ー
ル 

下

見
会
（
出
版
ク
ラ
ブ
）

・
３
日
＝
第
59
回 

造
本
装
禎
コ
ン
ク
ー
ル 

審

査
会
。
読
書
推
進
運
動
協
議
会
賞
を
選
出

☆
８
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
703
号 

入
稿

☆
９
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
703
号 

責
了

☆
10
日
＝
「
第
80
回 

読
書
週
間 

ポ
ス
タ
ー
イ

ラ
ス
ト
募
集
」
締
め
切
り

☆
11
日
＝
「
２
０
２
６ 

敬
老
の
日 

読
書
の
す

す
め
」
事
業
委
員
投
票
締
め
切
り

・
11
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

第
１
回 

総
会 

案
内
送
付

・
13
日
＝
親
子
読
書
地
域
文
庫
全
国
連
絡
会 

記
念
講
演
会 

出
席
（
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）

☆
15
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
703
号 

出
来

☆
16
日
＝
「
２
０
２
６ 

敬
老
の
日 

読
書
の
す

す
め
」
集
計
結
果
を
事
業
委
員
に
展
開

・
16
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

２
０
２
６
年
度 

第
１
回 

幹
事
会 

開
催

☆
19
日
＝
２
０
２
６ 

読
書
週
間 

ポ
ス
タ
ー
イ

ラ
ス
ト
選
定
事
業
委
員
会 

案
内
送
付

☆
22
日
＝
２
０
２
６
年
度 

定
時
総
会
・
第
２

回 

理
事
会 

開
催

☆
24
日
＝
「
２
０
２
６ 

敬
老
の
日 

読
書
の
す

す
め
」
掲
載
書
目
確
定

☆
26
日
＝
２
０
２
６
年
度 

第
２
回 

常
務
理
事

会 

案
内
送
付

☆
26
日
＝
定
時
総
会
議
事
録
承
認
、押
印
完
了
。

役
員
変
更
登
記
依
頼

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp
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●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と

●
ま
っ
た
く
の
私
見
で
あ
り
、
好
み
の
問

題
で
も
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
か
ま
ぼ
こ
は

西
日
本
の
も
の
が
好
き
だ
。
箱
根
、
小
田

原
方
面
の
有
名
店
な
ど
も
歯
ご
た
え
は
い

い
の
だ
が
、
ど
う
も
味
が
上
品
、
淡
白
に

過
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。
西
日
本
の
も
の
は

魚
の
旨
味
を
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
る
気
が

す
る
。大
阪
や
和
歌
山
の
も
の
な
ど
、ス
ー

パ
ー
や
デ
パ
地
下
で
み
か
け
る
と
、
つ
い

買
っ
て
し
ま
う
銘
柄
が
あ
る
。

●
新
作
が
出
る
と
購
入
す
る
作
家
の
ひ
と

り
で
あ
る
宮
本
輝
さ
ん
の
『
湾
』
が
６
月

に
刊
行
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
読
ん
だ
。
京
都

府
の
舞
鶴
が
舞
台
で
あ
り
、
港
町
に
抱
か

れ
て
成
長
す
る
姉
弟
の
人
生
を
あ
ま
や
か

に
、
情
感
た
っ
ぷ
り
に
描
い
た
物
語
。
今

回
も
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

●
作
中
、
舞
鶴
の
か
ま
ぼ
こ
が
す
ば
ら
し

く
美
味
し
い
と
い
う
話
が
出
て
く
る
。
そ

う
、
舞
鶴
は
私
が
育
っ
た
街
の
お
と
な
り

で
、
祖
父
母
の
住
ま
い
も
あ
っ
た
。
親
が

と
き
ど
き
そ
の
か
ま
ぼ
こ
を
買
っ
て
き
た

こ
と
を
思
い
出
す
。小
説
に
触
発
さ
れ
て
、

な
つ
か
し
い
少
年
時
代
の
情
景
の
な
か
に

私
も
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
舞
鶴
の
か
ま
ぼ
こ
は
、新
鮮
な
地
元
近

海
物
の
魚
の
す
り
身
を
４
割
以
上
使
用
す

る
な
ど
の
条
件
を
守
っ
て
生
産
さ
れ
て
き

た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
だ
そ
う
だ
が
、か
つ
て

多
く
あ
っ
た
生
産
者
は
減
少
し
、現
在
３

社
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。そ
の

う
ち
の
１
社
が
ネ
ッ
ト
通
販
を
さ
れ
て
い

る
の
を
発
見
、が
ま
ん
で
き
な
く
な
り
購

入
す
る
。日
常
使
い
の
定
番
と
ち
ょ
い
高

級
ラ
イ
ン
と
思
わ
れ
る
２
種
を
食
べ
比
べ

て
み
る
。こ
れ
こ
れ
、こ
の
味
。
ど
ち
ら
も

地
魚
の
旨
味
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
。

か
ま
ぼ
こ
は
舞
鶴
に
か
ぎ
る
。（
佐
々
木
）
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■
大
阪
国
際
児
童
文
学
振
興
財
団

昨
年
出
版
さ
れ
た
絵
本
・
児
童
書

２
５
０
冊
を
一
気
に
紹
介
！

　
参
加
に
は
、
申
し
込
み
と
参
加
費
が

必
要（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
参
加
者
は
、

追
加
料
金
な
し
で
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
も

視
聴
可
能
）。Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
申
し
込
み
方
法
を
確
認
で
き
る
。

　

な
お
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
は

「Zoom

」
を
使
用
。
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信
は
動
画
配
信
サ
イ
ト「Vim

eo

」（
事

前
の
会
員
登
録
な
ど
は
不
要
）
で
配
信

さ
れ
る
。
各
種
設
定
は
申
し
込
み
後
に

案
内
さ
れ
る
。

●
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.iiclo.or.jp/

専
門
員
）。
２
０
２
５
年
に
日
本
国
内

で
発
行
さ
れ
た
絵
本
・
児
童
図
書
約
250

冊
を
テ
ー
マ
や
ジ
ャ
ン
ル
、
年
齢
別
に

紹
介
し
、
現
在
の
子
ど
も
の
本
の
傾
向

に
つ
い
て
考
え
る
。
対
象
は
、
子
ど
も

の
本
に
関
心
の
あ
る
人
。

　
紹
介
図
書
の
書
誌
情
報
と
簡
単
な
紹

介
文
の
リ
ス
ト
も
用
意
さ
れ
る
の
で
、

ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
を
見
直
し
な
が
ら
、

後
日
ゆ
っ
く
り
と
選
書
の
参
考
に
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　
一
般
財
団
法
人 
大
阪
国
際
児
童
文

学
振
興
財
団
（
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
）
は
、

７
月
25
日
㈯
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

「
２
０
２
５
年
に
出
版
さ
れ
た
子
ど
も

の
本
か
ら
」
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
す

る
。
ま
た
、
同
講
座
の
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信
を
、
８
月
７
日
㈮
～
12
月
25
日
㈮
の

期
間
（
参
加
申
し
込
み
は
12
月
21
日
㈪

ま
で
）、
行
う
。

　
講
師
は
、
土
居
安
子
さ
ん
（
大
阪
国

際
児
童
文
学
振
興
財
団 

理
事
・
総
括

■
東
京
・
学
校
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

年
々
参
加
校
が
増
加
！

夏
休
み
恒
例
の
学
校
図
書
館
め
ぐ
り

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た

と
い
う
。
学
校
説
明
会
の
日
に
あ
わ
せ

て
実
施
す
る
学
校
も
多
く
あ
り
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
知
ら
ず
に
来
た
人
が
後

日
、
他
校
の
図
書
館
公
開
に
も
参
加
し

た
と
い
う
事
例
も
出
て
き
た
。
ま
た
、

図
書
館
関
係
者
の
参
加
も
多
く
、
な
か

な
か
研
修
の
機
会
が
持
て
な
い
学
校
司

書
に
と
っ
て
の
学
び
、
横
の
つ
な
が
り

を
作
る
場
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て

い
る
。

　

参
加
校
一
覧
、
各
校
の
公
開
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
当
日
イ
ベ
ン
ト
は
、東
京・

学
校
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://tokyohslib.

ehoh.net/

）
を
参
照
の
こ
と
。

は
37
の
学
校
と
、
東
京
都
立
多
摩
図
書

館
が
参
加
す
る
。

　

参
加
校
は
期
間
中
、
数
日
間
学
校

図
書
館
を
公
開
し
、
展
示
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
参
加
者

を
迎
え
る
。
参
加
者
は
各
校
で
ス
タ
ン

プ
を
集
め
る
と
、
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
や
し

お
り
、
シ
ー
ル
な
ど
が
も
ら
え
る
。

　
昨
年
は
、
１
４
５
２
名
が
参
加
。
実

行
委
員
会
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
夏
休
み

　
７
月
18
日
㈯
～
８
月
31
日
㈪
の
期

間
、
東
京
都
内
の
学
校
（
有
志
）
で
、

「
第
13
回 

東
京
・
学
校
図
書
館
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」（
主
催
＝
同
実
行
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
る
。

　
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
夏
休
み

期
間
に
、
小
中
学
生
や
保
護
者
、
地
域

住
民
に
学
校
図
書
館
を
開
放
す
る
こ
と

で
、
学
校
図
書
館
へ
の
理
解
を
深
め
、

読
書
推
進
、
各
校
の
魅
力
発
信
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年


